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東 京 都 世 田 谷区 在 住 の 夫 妻 の 生 活 時 間 と 生 活 様 式　　 －1990年生活時間調査から一

第 ４ 報　 場 所 別 ・ 一 緒 に い た 人 別 に み た 夫 妻 の 生 活 時 間

○ 昭 和 女 大 短 大　瀬 沼 頼 子　 天野 寛 子　 同 女 文 研　伊 藤 セ ツ　 同 短 大　森 ま す美

日 本 女 大　天 野 晴 子　 昭 和 女 大（ 院 ）堀 内 か お る　 東 海 大（ 院 ）井 野 上 佩弓

目 的 ： 人 間 が 家 族 の 一 員 とし て、 ど の よ う な 場 所 で 誰 と 一 緒 に 過 ご す か は、 人 間 の 発 達。

ら に は 老 後 生 活 の 充 実 に 大 き な 影 響 を 及ぼ し て い る。 ま た、 夫 と 妻 が、 ど こ で 誰 と 一 緒

過 ご す か は 家 庭 責 任 の 共同 化、 家 庭 生 活 にお け る 男 女 平 等 の あ り 方 を 規 定 す る 重 要な 要

で あ る。　こ う し た 課 題 を明 ら か に す る 目 的 で、 本 報 で は、 都市 勤 労 者 夫 妻 の 平 日 ・ 土 曜

休 日 の 生 活 時 間 ・ 生 活 行 動 圖（ 場 所 別・‐ 緒 に い た 人 別 ）を 妻 無 職、 妻 パ ート、 妻 常 勤

に 分 析 ・ 考 察 し た。

方 法: 調 査 方 法、 調 査 対 象 者 の 特 徴 は 第 １ 報 で 報 告し た通 り で あ る。 本 報 で は、 平 日 の

妻 の １ 日 の 生 活 時 間 を 場 所 別 に 捉 え、 妻 の 勤 務 形 態 別 ・ 曜 日 別 に 生 活 行 動 の 分 析 を 行 っ
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果 ： 平 日 の 妻 無 職 夫 妻 に つ い て、 在宅 時 間 の 割 合（ 在 宅 率) を み る と 夫 は 約5    2 ％、

8   2 ％ で あ る。 こ の う ち 睡 眠 の 時 間 を 除 い た 起 床 在 宅 時 間 比 率 は、 妻 が 平 日 ・ 土 曜 ・

共 に5    0% 前 後 で あ る の に 対 し、 夫 の 場 合 に は 平 日1     9   ％。 土 曜3    0 ％、 休 日4    6%

加 し て い く。 夫 の 職 場 外で す ご す 生 活 時 間 のう ち、 夫 妻 が 共 に 過ご す 時 間 が 最 も 長 い

自 宅 内 の 寝 室 や 夫 妻 の 部s で あ る。 加 え て 妻 の 場 合 は、 ト イ レ ・ 風 呂 ・ 洗 面 所、 台

の 家 事 労 働の 場で の 時 間 が 長 く、 リ ビ ン グ ル ーム で の 時 間 も 長 い。 夫 に は 自 宅 の 近 辺

隣 の 家、 知 人 ・ 友 人 の 家 等 で 過 ご す時 間 は 平日 ほ と･ん ど な く、 付 き 合 い は 妻 任 せ の 状

う か が われ る。 妻 パ ート ・ 妻 常 勤 夫 妻 につ い て も 合 わ せ て 報 告 す る。

昭和16 年における女性と子 どもの生活時間
お茶女大家政

佐藤裕紀子

＜ 目的＞近年、マスコミ等ではしばしば家族解体の危機が喧伝されており、そこでは昔の

家族が引き合いに出されて懐古的に語られることが多い。しかしその認識は、個人の記憶

や思い込みなどによる、根拠の薄弱なものが多い。本報告では、昭和16 年の生活を時間の

側面から明らかにし、そこから得られた当時 の生活の実態と、当時に対する現在の認識と

を比較・検討することを目的とする。

＜方法＞昭和i6年8 月から昭和17 年^月にかけて行われた「第１回N  H  K 国民生活時間調査」

」の結果について、特に女性と子どもに焦点 を当てて分析し、可能な限り「昭和60年N  H

Ｋ国民生活時間調査」と比較することを試みた。

＜ 結果＞当時の女性の生活は「労働時間」が極めて長く、特に21 歳から3o 歳までの農業世

帯の女性はI   0 24時間のうち13 時間18 分を労働に費やしていた。主婦の「家事労iS 」は昭

和60 年より２時間49 分長かったが、そのうちの２時間30 分は「裁縫」の時間で、それ以外

は19 分の違いしか見られなかった。また当時の子どもの生活を昭和60年と比較してみると、

昭和16 年の方が「勉強」の時間は11 分長く、「遊び」の時 間は２分長いというだけの違いで

しかない。更に世帯主の職業ごとに結曼を再構成して見ると、昭和16 年においては「食事」

の時間帯は必ずしも世帯において一致しておらず、勤め人世帯では夕食が、それ以外の世

帯では朝食が別々になされていた。昭和60年調査においては、対象の抽出が世帯ではなく

個人なので、結果を世帯ごとに再構成することが出来ず、この点について比較することは

できない。
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